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船浦ニッパヤシ植物群落保護林の樹勢回復試験について

２００９年 ４月 １４日
西表森林環境保全ふれあいセンター

１ はじめに
九州から南方約１,０００㎞（図－１）の洋上

に位置する西表島は、約９０％が国有林で、希少
野生動植物の宝庫となっている。
この西表島に生育するニッパヤシ（Nypa fruti
cans Wurmb）は、ヤシ科に属する１属１種の雌雄
同株のヤシである。株元から羽状の複葉だけが出
て、長さは３～１０ｍになり、屋根葺き材として、
ニッパハウスの材料となる。
ニッパヤシの分布域は、フィリピン、インド、
マレーシア、ミクロネシアなどの熱帯地域に自生
し、海水が混ざり合う河川の汽水域に発達するマ
ングローブ林の構成樹種のひとつとして知られている。我が国では、沖縄県の西表島
の船浦と内離島に自生しており、特に船浦のニッパヤシは自生地北限（図－１）とし
て植物地理学上も重要で、学術的に貴重な群落となっている。

このため、１９７２年に国指定の天然記念物に、
２００３年に植物群落保護林に指定され保護されて
いる。また、環境省が２００７年８月３日に公表し
たレッドリストでは、ごく近い将来における野生で
の絶滅の危険性が極めて高いとして、絶滅危惧ⅠＡ
類（CR)（２０００年ＲＤＢでは絶滅危惧Ⅱ類（VU））
に指定されているところである。
しかし、船浦ニッパヤシ植物群落保護林の周辺は、

オヒルギが優勢するほかヤエヤマヒルギやシマシラ
キなどが生育し、ニッ
パヤシを遮光するまで

に成長するなど、ニッパヤシの生育状況が全体的に悪化
しており、群落の衰退が危惧される状況にあった。
このことから、２００３年度に沖縄森林管理署におい

て群落の維持回復に向けた手法について検討するため、
「船浦ニッパヤシ植物群落保護林保護管理対策調査」、
及び同調査における検討委員会において検討を行った結
果、群落内で繁殖・生育する動植物にも留意しながらニ
ッパヤシの群落維持及び樹勢を回復させるためにオヒル
ギ等の上層木を除伐することとなった。
上記の調査報告書に基づき沖縄森林管理署は、激変緩

和措置として２回（２００５年３月及び２００７年３月）
に分けてオヒルギ等の除伐を実施した。
これを受け当センターでは、ニッパヤシの生育を阻害

するオヒルギ等の除伐後における、ニッパヤシの生育状
況等をモニタリングすることとした。
今回は、オヒルギ等の除伐４年後のニッパヤシの生育

状況等について報告する。

写真－１ 川沿いのニッパヤシ

写真－２-１ 除伐前

写真－２-２ 除伐４年後

図－１ 船浦ニッパヤシの位置
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２ 調査地の概要
ニッパヤシの調査地は、西表島の北部の
船浦集落から南東の上原国有林２０８林班
は小班（図‐２）で、マングロ－ブ林が発
達したヤシミナト川河口から約６００ｍ程
上流の左岸林縁に、約３００㎡に渡って位
置している。周辺は満潮時に海水が浸る泥
湿地帯で、オヒルギを優占種とし、ヤエヤ
マヒルギ、シマシラキなどが群生したマン
グローブ林となっている。

３ 調査の方法
ニッパヤシ全株を含むように１０ｍ×１０ｍのコドラート（図－３）を設け、各コ
ドラート内のニッパヤシ、ヒルギ類等について、次の項目の測定を行っている。

（１） ニッパヤシの測定項目

ア 光環境の変化
光環境の変化を３ヶ月毎

に魚眼レンズ付きデジタル
カメラで撮影し、その画像
の解析。

イ 生育状況の変化
個体毎の葉数、葉の高さ

を３ヶ月毎に伸縮式測高竿
で測定。

ウ 個体の生育位置の変化
個体毎の生育位置を５年

毎にバーテックスで測定。

（２） 周辺植生等の測定項目

ア 林床植生の変化
林床植生の変化を３ヶ月

毎に調査。

イ 生育状況の変化
オヒルギ等の個体毎の胸高直径及び樹高を１年毎に直径巻尺及び伸縮式測高
竿で測定。

ウ 地盤高の変化
ニッパヤシ周辺の地盤高を、６ヶ月毎にレベルで測定。

図－２ 調査位置

図－３ モニタリング位置図
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４ 実施結果
（１） ニッパヤシの変化
ア 光環境の変化
ニッパヤシの周辺光環境の変化は、林内の開空度を測定することによって数値
化した結果（グラフ－１）、除伐１回目及び激変緩和として実施した除伐２回目
を通じて、開空度は良好（写真－３）な状態を維持しているものと考えられる。
また、ニッパヤシ周辺のオヒルギ等は、２００５年から２００８年までの大型
台風の襲来を立て続けに受けており、枝葉が飛ばされるなどの影響により、開空
度は増減を繰り返している。
なお、開空度「２－２起」の測定地点については、ニッパヤシの葉が垂下した
ことにより開空度が低下したものである。

写真－３ 開空度の主な地点の天空写真の推移

グラフ－１ 開空度の推移
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イ 生育状況の変化
ニッパヤシの生育状況の変化（グラフ－２）について、除伐前（２００５年３
月）と除伐４年後（２００９年３月）を比較すると、各個体の１株当たりの平均
葉数は５１％増加しているものの、平均葉長は２０％、平均最長葉長では１５％
減少している。
また、グラフ－３では、１株当たりの平均葉数の増加と連動して総延葉長（全
個体の単葉の葉長の和）は２０％増加している。

次に、生育場所の違いによる１株当たりの成熟葉数と発生芽数の推移（グラフ
－４）については、内陸側よりも川沿いで生育しているニッパヤシが成熟葉数で
３４％、発生芽数で１９％多い結果となった。

グラフ－４ 生育場所の違いによる１株当たりの成熟葉数と発生芽数の推移

グラフ－２ ニッパヤシの平均葉長、平均最長葉長及び１株当たりの平均葉数の推移

グラフ－３ １株当たりの平均葉数と総延葉長の推移
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次に、生育箇所別の１株当たりの平均成熟葉数と平均発生芽数（グラフ－５）
については、川沿いに生育しているニッパヤシの方が平均成熟葉数で１７％、平
均発生芽数で９％とそれぞれ多くなっている。

ウ 個体の生育位置の変化
ニッパヤシの個体毎における株の生育位置の変化は見られなかった。

（２） 周辺植生等の変化
ア 林床植生の変化
林床植生については、除伐前の調査以降、新たな定着種は見られなかった。
なお、これまであまり見られなかったオキナワアナジャコによる「巣塚」が開
空度測定点「２－３中」付近にて多数見られた（写真－４）。また、ニッパヤシ
の株の根元には砂泥の流入も確認された（写真－５）。

写真－４ ニッパヤシ群落内の
オキナワアナジャコの「巣塚」

写真－５ 砂泥が流入した
ニッパヤシの株

グラフ－５ 生育箇所別の１株当たりの平均成熟葉数と平均発生芽数
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イ 生育状況の変化
ニッパヤシ周辺のオヒルギ等の生

育状況の変化について、２００５年
３月のコドラート設置時点と４年経
過後では胸高直径、樹高の変化はな
かった。また、２００７年３月に実
施した２回目の除伐後の生育本数は
２９９本であったが、今回の調査で
は２４０本に減少し、毎年１０％程
度が枯れ続けている状況となった（図
－４、グラフ－６）。

ウ 地盤高の変化
内陸側の地盤高（グラフ－７）の推移について、２００６年４月まで沈下傾向
を示していたが、２００６年１０月より上昇傾向に反転している。特に、測定地
点Ｐ２ではオキナワアナジャコの「巣塚」の影響により、大きな上昇と沈下を繰
り返している。
川沿いの地盤高（グラフ－８）の推移について、当初、沈下傾向にあったが、
２００６年４月より上昇傾向となった。特に、測定地点Ｐ６はオキナワアナジャ
コの「巣塚」付近にあり、約２０ｃｍの急激な沈下と上昇を繰り返すなど変動が
激しい。また、測定地点Ｐ８では、設定時と比較し約１４ｃｍ上昇している。

グラフ－６ オヒルギ等生育状況の推移

グラフ－７ 内陸側の地盤高の推移 グラフ－８ 川沿いの地盤高の推移

図－４ オヒルギ等の生育状況の変化
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５ まとめ
ニッパヤシ群落は、ニッパヤシの上層を覆い
日光を遮っていたオヒルギ等を除伐してから４
年の間に、大型で強い台風（２００５年１３号、
２００６年１３号、２００７年１２号、１５号
及び２００８年１３号）に見舞われ、葉先を損
傷する被害を受けたことから、ニッパヤシの平
均葉長、平均最長葉長が減少する傾向が見られ
る。
しかし、ニッパヤシは光環境が改善されたこ
とにより、平均葉数及び総延葉長が増加するな
ど総量的には増加している。
ニッパヤシ周辺のオヒルギ等は、台風などに
よる影響を受け、また、砂泥の流入による地盤
高の上昇などの要因により、枯損が発生している。このことは、樹勢の尺度となる開
空度が高い数値を示していることからも裏づけることができ、ニッパヤシ周辺のオヒ
ルギ等の樹勢は低下しているものと考えられる。
船浦のニッパヤシは、葉先等に台風の被害は受けたものの１株当たりの平均葉数が
増えていること、また、１株当たりの新芽の発生も毎年確認されることから、ニッパ
ヤシの生育環境及び樹勢は維持されているものと考えられる。
しかし、今回のモニタリングにより、これまであまり見られなかったオキナワアナ
ジャコの「巣塚」が数多く確認されたこと、また、地盤高が上昇していることから、
今後、ニッパヤシの生育に及ぼす影響が懸念される。
今後も、ニッパヤシの生育状況などを把握するために、モニタリングを継続してい
くこととする。

写真－６
被害を受けた川沿いのニッパヤシ


